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デ ザ イ ン 造 形 と 意 昧 作 用
京都市 立芸術大 学 渡 辺 眞
1.問 題 提 起 と 方 針
最近デザ イ ン現 象 に関 して一っの 問題 点が表面化 してい る。 それはデザ イ ン
製 品 にか かわる意味作用 の問題で ある。 あ る意味で この 問題 はデザ イ ン造形 に
必然的 に伴立す るもので あ ると言 える。 しか し近代 デザ イ ンが,装 飾 の排 除 あ
るい は正 直な造形 の追求,即 物性 や機 能性の重視,量 産体制へ の適 合 な どに課
題 と して取 り組 む中で それは同時 に解決 され るべ きもの と考え られた。 そ こで
は この 問題 が潜 在化 したので ある。 ところが近代 デザ イ ンの課題 が ある程度解
決 された時 点で再 び表面化 して きた と言 える。
今 日どのメー カーの製品 を取 り上 げて も,形 態,性 能,'価格 等の それ ぞれの
側面 においてあ る程度標 準 的な製 品 を手 に入 れる ことがで きる。 問題 なの は,
適 当なものが ない とい うこ とでは なく,平 均 的な もの を含めて なお多種 多様 な
製 品が製 造 されて い るとい う事 態で あり,そ の多様性 その もので ある。 機械 生
産 とは同一 製品 を大量 に生産 す ることで ある。 にもかかわ らず我 々は多様性 に
直面 してい るので あ り,し か もそれ は手作 りによる多様 性 とは根本 的に異 なっ
て いる。 こ こで 問題 になるデザ インの 多様性 とは,自 然的 な偶然性 の作 用 の結
果で はな く,意 図 された多様 性で あ り,そ こ に意味作 用が 関係 して くる。
それが何故 問題 になるのか は,最 近 のデザ イン批判 の中で さま ざまな形 で指
摘 されてい る。 ゲル ト ・ゼ レは 「デザ イ ンの イデオロギー とユ ー トピア」の中
で,"生 産品言 語"(Producktsprache)とい う概 念で指 摘す る。 デザ イ ン製
品が持た らす生 産品 言語(語 りの作 用)が 広告 ・宣伝 と相俟 って虚構の 欲求 を
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生み出 し,社 会 問題 を惹 き起 こしてい るとい う。 また柏 木博 は,そ の著 「近代
日本の産 業デザ イ ン思想」 において,も のの イメ ー ジが生活像 な り生活様式 な
りをつ くりあげて きたので あ るといい,物 の使 用機能 に対す る物 が身 にま とう
イメー ジの作用 を問題 に してい る。我 々は物 を消 費 してい るので はな く,そ の
イメー ジを消費 してお り,そ の結果 と して まだ使 える物 が捨て られ,我 々 の生
活像 は この イメー ジの断片 をコラー ジュ したか りそめの もので しかない と指摘
(註3)
す る。 ヴィクター ・パパ ネ ックは 「生 きのび るた めのデザ イ ン」 において,イ
ンダス トリアル ・デザ イ ンは広告デザ イ ンの次 に社会 的 に有害 な職業で あると
ま で極 論 す る。 それ らは要 りも しない品物 を作 って,そ れを買 うよ うに しむ
けるか らで ある。 パパ ネ ックの場 合,物 として何 らかの機能 を持 っていて も果
してその機能 が我 々の生 活 に必要 なの か どうか を問 うので あ り,特 に意味作用
を問題 にして いるので はない。 しか し要 りも しない品物 が あえて市場 に現 われ
る とい うの は,生 活 に必 要 とされ る機能以外 の要素 を その 品物 が持 ってい るか
らで あ り,そ こに明 らかに意味作用 が関 与 してい る。
とこ ろで デザ イ ン的 多様 性は,デ ザ イ ン造形 にとって不可避 的だ とい う面 が
ある。 た とえ渦去 の デザ イ ンの コピーで あれ,そ れが特定の時代様 式 と結 びっ
いてい る限 り,現 代の もの との 間に差異 を作 り出 し,ア レンジや模倣 で も似て
いなが ら少 し異 なって いる ところで差異 を持 た ら し,ま た創造 的 ・独 創的 なも
ので あれば 当然 それ以前 の もの と明確 な差異 を示 す。 従 って デザイ ン造形 とは
差異 を作 り出す ことで もあ ると言 える。 そ して この デザ イン的多様 性が意味作
用 を 自然 に成立 させ る基盤 となるので ある。
ここで あ らか じめ指摘 してお けば,現 代 のデザ イ ン状 況の この種 の問題 は,
意味作 用だ けにあ るので は ない。 それはやは りデザ イ ンにおいて常 に問題 とな
る機能 と形態 の関係 に深 く結びつ いて い るので ある。 そこで ここでは その 間の
事 態を明確 化あ るい は整 理 し,そ の上で デザ イン造形 にとって の意味作 用の意
義 につ いて 考え ることにす る。
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2.デ ザ イ ン製 品 と意 味 作 用
まず デザ イ ン製 品にかか わる意味作 用を考 える上 で必要 なか ぎりで,意 味作
用にっ いて説 明 して お く。
2-1規 定 的意味作用 と記号的 意味作 用
今《SONY》とい うアル ファベ ッ トの綴 りをこの順 序の並 びで考 えてみ よ う。
我々が この文 字の並 び を見 る時,あ るメー カーない し日常生活の中で出会 って
い るある種 の製 品 を想起す る。時 には それ か ら情 報 を得 る こともある。 文字の
側か ら見 た場合 の ミ想起 させ る鳶,ミ 情報 を与 え臥 とい うのが,言 葉 や一般
の記号 につ いて指 摘 される作用 で ある。 かな らず しも適切 では ない が,あ えて
チ ャールズ ・パ ースの記号 論 を参考 にすれ ば,こ の作用 には3っ の様相 が区別
される。 すな わち名辞 的(Remotic),命題 的(Dicent)そして論証的(Argumert)
で ある。 名辞 的 とい うのは,こ の文字の例 で言 えば,そ れが ソニ ー社 や その製
品につ いての イメー ジや観 念 を想起 させ る場合 で,言 わば我 々の 記憶 の中 にあ
るものを呼び起 こすだ けであ る。命題 的 とい うの は,た とえばこの文字の並 び
が テ レビ装置 に付 け られていて,我 々がそれ によってその装置 がソニー社製 で
ある とい う情報 を得 る場合 で ある。 こ こには事実 と一 致 して いるか どうか とい
う真偽 の 問題 が関係 して くる。論証 的 とい うの は,た とえば推理 の形 式 の よ う
な思 考形 式 を表わす場合 で あるが,こ れはデザ イ ン製品の意味作 用の範 囲 を越
えてい るので こ こで は問題 にす る必要 が ない。
これ ら3っ の意味作 用全体 を記号 的意味作用 と呼ぶ ことに し,そ の中 で名辞
的 な場 合 を喚起 的 意昧 作用 と呼 び替 え,命 題的 な場 合 を情 報的あ るいは伝 達的
意味作用 と呼 び替 え ることにす る。 もともとパ ースの これ らの用語 は体 系の一
部で あ り,ま た複雑 な問題 もか らむので,誤 解 を避 けるために呼び替 えて お く
ことにす る。
ところで 意味作 用 を問題 にす る場 合,作 用 とい う概 念が一 般 に作用 ・反作用
の相関関係 を前提 す るよ うに,意 味作用 にっ いて も同様 の関係 を想 定 しなけれ
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ばな らない。従 って記号 的意味作 用に対す る反作用 と して の意味作用 が考 えら
れ るので ある。 これ まで《SONY》とい う文字の並 びが,イ メー ジや観 念 を喚起
した り,情 報 を伝 達す る面 を問題 にしたので あるが,こ の文字の並 び 自体の側
面 において は どうで あろ うか。
この アルフ ァベ ッ トの並 びグそれ 自体 と して デ タラメで な く一定 の意味 を持
っ の は何 故か。 それ はや は りそれが ソニ ー社 と結びっ いてい るか らであ る。 こ
の結 びっ きにおいて《SONY》はソニー社の社標 であ る とい う規 定を与 えられて
い るので あ る。《SONY》とい う並 びは,ア ルフ ァベ ッ ト26文字 による無限の可
能 な組 み合 せの一つ にす ぎない。 そ してその組 み合せ 方の特殊性 において他 の
組み合せ か ら区別 され る。 しか しこれだけでは単 に可 能 な組 み合 せの一つ とし
か規 定 しよ うがない。 それが特殊 な意味 を持っ のは,そ れ がソニー社 によって
社標 と して選 ばれて い る とい う事実 とそれにっ いて の知識 に よる。 この 知識 の
内容 は,こ の文字 の並び が喚起す るイメー ジや観念 の内容 とも異 なる し,ま た
それが製 品 につ いて語 る内容で もない。要 す るにこの知識 の内容は,こ の文字
の並 びが記号的意味 作用 の内容 とす るものでは な く,ま さ しく文字 の並 び 自体
にかかわ り,そ の規 定内 容 となっているので ある。従 って それは この文 字の並
びが持つ 規定 的意味 と言 える。 この意味内容 にお いてみず か らを規定せ しめ る
とい う作 用 がや は り一っ の意味作用 と言 えるので あ る。っ ま り《SONY》とソニ
ー社 の関係 において一方 では ソニー社 につ いて あるい はそれ にかかわった意味
作 用が成立 し,他 方で逆 にその関係 において《SONY》が規 定 されるので あ る。
そ こに作用 ・反作 用の 関係 が成立 してい る。後者 の意味作 用 を規定 的意 味作用
と呼ぶ ことにす る。
これ まで規定 的意味作 用の側 面は記号論の領域で も明確 にされず,あ ま り問
題 にもされなか った。 その理 由は,そ れが物事(記 号 とな り得 る事 象)に っい
ての我 々の 知識 にか かわ って お り,む しろ認識論 の領 域 に属す るか らで あ る。
しか し意味作 用 を作 用 ・反作 用の関係で捉 えよ うとす るな らば,当 然この側面
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を も取 り上 げ る必要 が生ず る。
2-2機 能 と意味作 用
デザ イ ン製品 にお ける機能 にっ いて も意味作 用 は無 関係 では ない。 まず機能
にっ いて基 本的 な事柄 を把握 した上で 意味作 用の 問題 を扱 う。
2-2-1物の機能
物 の機能は か な らず 自然の中での 出来事 と して現象す る。 出来事 とい う点 か
ら出発す るな らば まず 重要 なことは,出 来事 が因果関係 に従 って おり,我 々 が
ある出来事 か ら別 の出来事の生起 を予測 した り,逆 にその原 因 となる出来事 を
推 測 す る こ とが で き る と い うこ とで ある。 言い換 えれば,我 々はどの よ うに
すれ ばある種 の出 来事 が起 こ るか,あ るいは起 こ しうるか を知 るこ とがで きる
とい うこ とで ある。
そこで もし我 々 が生 活上 の必要 か らあ る出来事,事 態,状 態 の生起 を望 む場
合,こ の知 に基づ いてその原因 とな る出来事 を発生 させ るこ とによって望 むべ
き出 来事 を手 に入 れ ることが可能 とな る。 ただ しその際大切 な ことは,望 むべ
き出来事 が生 活上 必要 な時 と場所 にお いて成 立す るこ とであって,そ れ がデ タ
ラメ に生起す るの では意味 がない。 しか し自然 が与 えて くれ る出来事 は そ う都
合 よ くはない。 そ こで人 間は 自然の因 果的系 列 に介入 す ることにな る。
この介入 の可能 性 は我 々の身体運動 にあ る。我 々の身体運動 もまた 自然内の
出来事で あ るが,そ れが我々の意志 に よって生起 随意で あるこ とにおいて,自
然 が与 えて くれ る出 来事 とは異 な る。 この身体 運動 によって 自然の 因果系列 に
介入 す る時,そ れは因果系列 の始 発点 とな り,そ れ に系列 的 に後続す る出来事
群は 間接 的で は あれ生起随意 とな る。
ところが直接 に しろ間接 に しろ我 々の身 体運動 が生起 させ うる出来事 の範 囲
は限 られてい る。 その範 囲 を拡張 しよ うとす る時,我 々 は さらに道具や 装置 を
介在 させ るこ とになる。 この道具 や装 置の介 在において成 立 してい るこ とを見
る と,そ れ は物 質,エ ネルギー,力,運 動等の 質的 ない し量 的変換 とその伝達で
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あ る。た と えば我 々はいか に身体 を運 動 させ よ うと,そ れを電気 的エ ネ ルギ ー
に変換す る ことはで きない。 しか し発電機 を介 在 させ るな らば,コ イル と磁 石
とい う物 質 とその機構 にお いて生ぜ しめ られた回転 運動 を電気 的土 ネル ギーに
変換 しうる。 また伝導 体 によって それ を他 の場所 に伝達 し うる。す なわち道具
や機械装 置 は,人 間の身体 的能 力を越 えた変換 ・伝 達機構 を持 ち,我 々が介入
し うる 自然の 因果系 列の範 囲の拡張 を可能 にす るので あ る。
この因果系列 において,始 発 と しての身体運動や機 能場 に対 す る連 関を前提
した上で,物 が可能 に してい る変 換 ・伝 達が機能で あ る。物 が この機能 の現実
化可能性 を規 定 して いる限 りで,そ れ を物 の機能 と呼び うるが,物 に属 してい
るのは機能 の現実化可能 性だ か らむ しろ物 の機能 と言 うよ りは物 の機能 性 と言
うべ きで あ る。
なおも う一 っ重要 な ことが残 ってい る。機能 とい うの は単 に因果 関係 で結ば
れた出来事 の変換 ・伝達 にす ぎないので はない。 因果 関係 とい う概 念 自体がす
で に出 来事 問の 関係 を変換 ・伝 達系列 と して捉 えた もので ある。 この変換 ・伝
達 が機 能 となるのは,そ れが我々の生活 に役 立っ もので あ るとい う規定 が与 え
られる時 で ある。す なわちあ る目的 の実現に対す る手段 となる とい う目的論 的
意昧づ けが成立す る時で ある。 そ してこの 目的論的意 味づ けにおいて機能 にか
かわ る意味作用 が成立す るので ある。
2-2-2機能 にかか わる意味作用
目的論 的意味づ けとは,物 に関す る場 合は その機 能性の把 握 と言 い換 えるこ
とがで きる。 なぜ な らあ る事物 を 目的論的 に意味づ けるこ とは,そ の物 が役 立
ち うるこ とを把握す る ことだ か らで ある。
ところで 自然 が与 えて くれる事物 は,我 々が特殊 な状況 に おいてあ る目的の
実現 に役 立っ と見 なす場 合,一 っの機能性 を示す 。 しか しその事物 の常態 にお
いて そ うで あるのでは ない。 言 わば我 々がた また まそれ に機能性 を見い出すの
で ある。す なわち 自然の事物 その ものに とって,こ の種 の機能性 は偶 然的で あ
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る。言 い換 えるな らば我々 がそれ に見 い出す機 能性 はその事物 の規定根 拠 には
な らない。 石 ころで釘 を打 てるに して も,だ か らといってその石 ころを ミ釘 を
打っため の もの≧ と規 定す るこ とは ない。
それ に対 して我 々が生活 目的に役立っ よ うに物 を作 る時,そ の物 の機 能性 は
その本質 的性質 ない し規定根拠 となる。 自然物 と人工物 の この機能性 に かかわ
る相違 は,相 対 的 なもので あ るが,目 的論 的意味づ けに対 して は重要 な相違で
ある。 それは なぜ か。 自然物 もその ままで さまざまに役 立っ。 にもかか わ らず
我々 が物 を作 るのは,目 的 の実現のた めに,ミ よ り確 実 にぐ,ぽ り効率 よ くモ
赴よ り強 力に≧,ミより安全 に;,ミよ り容易 にご等 々 とい う機能 的向上 を望 むか
らで あ る。従 って一 般 に人工物 は,た とえ程 度差 とい う相対性 においてで あれ,
ある目的の実現 に とって機 能的 に 泳 り適 合白集 で な くて はな らない。す なわ
ちこの ミよ り良 く適合 して い ることミが人工物 の意 義ない し存 在根 拠で あ る。
人工物 にお ける機 能性 とは,単 に役立っ とい う性質 では な く,ミよ り適 合 的に機
能 しうるミ とい う可能性で な けれ ばな らない。 その ことにおいて他か ら区別 さ
れ うるのだ か らで ある。
それ故 デザ イ ン製 品の機 能性の場合 も例 外で はな く,そ れは他の物 ない し製
品 との比 較 を含んで いるので あ り,我 々が あるデザ イン製 品を見て機能 的だ と
い う場合 はこの よ うな機能 性 を問題 に して いるので あ る。 デザ イ ン造形 にとっ
ての機 能性 とは,た えず機 能的 向上 を目ざすことと も言 えるので ある。
ともあ れこ う した機 能性 が デザ イ ン製品の物性 とメカニズム によって根 拠づ
け られて いる と把握 され る限 り,そ れは我 々を して その機 能性 において 規定す
べ く限定 してい ると言 える。 この限定作用 が機 能 にかかわ る規定的意味作 用で
あ る。
ところが一っ 問題 があ る。今 日多くの デザ イ ン製品(特 にそれ が機械 装置で
あ る場 合)に お いて,カ バー リングのた め直接 メカニズム を見 るこ とが まれに
なってい る し,ま たた とえ見 た として もそれ を理解 しうるため には専 門的 な知
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識 を必要 とす る。操作経験 か ら製 品の機能性 を把 握す るのがほ とんどで ある。
ここに外観 と しての形 態の 問題 が表面化 して くるので あ る。
2-3形 態 と意味作用
デザ イ ン製 品の規定 的意味作用 において,先 述 の よ うな機 能性 にかか わる意
味作 用だ けが成立す るので はない。 デザ イ ン製 品 につ いて我 々は,イ タ リア的
だ とか北欧 的だ とい う特質 を見 た り,シ ンプルであ る とか装 飾的で あ るとか,
使 い易す そ うとか コ ンパ ク トで あ るとか,あ るいは 高い ・安 いとい うよ うな判
断 をす る。 使い易す そ うとかコ ンパ ク トで ある とい うのは広 い意味で 機能性 に
関係 して いるが、 その他 はむ しろ造形 上の特性 やス タイルっ ま り製 品の外観 に
かかわ ってい る。
デザ イ ン製 品の外観 す なわちその外的形態 は、た とえば乗 用車 ・トラ ック ・
バス ・ブル ドーザ ー等々の差異 のよ うに機能性 の差異 を示す場 合 もあ るが,し
か しそれ以上 にさま ざまな意味づ け を可能 にす る。 そこ に機 能性 とは別の規定
的意味作用 が成立す るので ある。 す なわち一っ の製 品にっ いて互 いに独 立 した
異 なる規定 的意味作用 が成立 しうるので ある。
赴形 態 は機 能 に従 うモ とはサ リバ ンの有 名な言葉で あ り,機 能主義 的 な造形
理 念 となった もので あ るが,そ れは形 態 にっ いての規定 的意味作用 が機能性 に
つ いての み成立すべ きだ とい う主張 と捉 え直 しうる。 しか し今 日の問題 は,形
態 の差異の 広が りのす べて を機能 的意味作用 ではお おいっ くせ ないとい う状況
で あ る。 カバー リ ングは それ自体,内 部 メカニズムの保 護,操 作の 明確 化,安
全性 の向上 とい う機能 性 を持つ が,カ バー リングが スタイ リングに連 なるよ う
に,こ れ らの機能要件 を満た した上 で なお多様 な形態 を生み出すので あ る。
我々 がデザ イン製 品 にお ける規 定的意味作 用に関 して 機能 性 にか かわ る意味
作 用以外 には無関心で ある,っ ま りた とえそ うした意味作用 の可能性 が あって
もそれ を無視 す るとい う生活態度 を取 るので あれば特 に問題 は生 じない。 しか
し次に述べ る記号 的意味作用 にかかわ って我 々はお おいに関心 を持 ってい るの
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で あ る。
2-4デ ザ イ ン製 品 と喚起 的意味作 用
喚起 的意味作 用 とい うのは,本 来物 がそれ 自体 とは別の イメー ジや観 念 を喚
起 させ る作用で あ る。 デザ イ ン製 品の場 合では,言 葉や社会 的記号の よ うに約
束関係 に基づ いた喚起作 用で はな く,記 号論で い う有縁 的関係 に基づ く,つ ま
りデザ イ ン製 品の持っ 特質 が喚起 す るイメージ と類 似 していた り,あ るい はそ
のイ メー ジに とって 特徴的 な部 分や側面で あった りす る ことに基づ いて喚起作
用が成立す るので あ る。
ところでこの イメー ジとい うことには複雑 な 問題 があ る。た とえばス ポーツ
カー を見 て ミス ピー ド感 に豊 む鳶 と言 う場合,こ の ス ピー ド感 に豊 む車の イメ
ー ジは今 見てい る車 その もの にっ いて の印象で ある。 当の スポーツカー が この
イメー ジを喚起す るとい うのは知覚 を分析 的に反省 した結果で あって,知 覚 そ
の ものにおいて は この 印象は車の知 覚の具 体的内容 なので ある。 従 って あ えて
言 えばそれは規 定的意味作 用の側面 に属 す。ス ポー ツカーがスポー ツカー とい
う観 念 を喚起す るとい う場 合 も同様で あ る。喚起 的意味作用 において 問題 とな
るのは,た と えば その機 能が 明 らかに町中 を走 ることにあ るよ うな乗用 車 がそ
の外観 か らスポー ツカーの イメー ジを喚起す るよ うな場合 であ る。 その場 合町
中 を走 るので あ って レー シング場 を走 るので は ない とい う規定 と,ス ポ ーツカ
ーの よ うだ とい う規 定が,一 っ の車で両立 して お り,そ れ らが互 いに排 他 関係
にあるこ とが,イ メー ジその もの を強調す るこ とにな るので ある。
さて一般 的 に言 って個 々の デザ イン製 品において どの よ うなイメー ジや観 念
が喚起 され るかは予測 で きない。 なぜ な ら喚起 されるべ きイメー ジや観 念 を人
々があ らか じめ持 ってい る必要 があ り,と ころ が誰 が どの よ うなイ メー ジや観
念 を持 ってい るかは それぞれの人 々の経験 に依存す るか らで あ る。従 ってデザ
イ ン製 品 とイメー ジや観 念の 聞に有縁 的関係が ある場 合 には,そ れ に基 づ いた
喚起 的意味作用 の成立可 能性 があ ると言 えるだ けであ る。
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デザ イ ン製品の差異 の広 が りをながめて見 れば,歴 史的 に発生 した様式差 が
コピー によ って同時 代的差異 になってい る し,企 業や国 民性の差異 も製品 の差
異 に反映 してい る。 これ らは機能 的 には ほぼ同一 とみ な され る製 品群の中 に さ
え区別 しうる差 異で あ る。 その上 気候 ・風土,民 族や 文化の差異 に対応 した生
活習慣 の差 異 を反 映 した形態差 ・製 品差 をも観察 しうる。 この反 映 とい うとこ
ろに有縁性 があ る。 この有縁性 において喚起 的意味作 用の可能性 が準備 される。
ただ し意味作 用 にお ける作 用 ・反作用の 関係 か ら言 えば,こ れ らは一方で規
定 的 意 味 作 用 の 内 容 と もな る。 そ こ か ら喚起 的 意味 作 用 が成 立 す る,っ
ま り喚 起 され るべ きイ メー ジや観 念 が所 与の製 品その もの にっ いての もので
な く他 の何 もの かの それ となるのは,先 の例 の よ うにデザ イ ン製 品 において こ
れ ら規 定的意味作用 の内容 の一部 が,製 品の基 本的規 定(一 般 には機能性 の規
定)に 矛盾 した り,対 立 した り,独 立 して特 に際立 っていた りす る場 合で ある。
これはモデルや おも ちゃな どが もっ ぱらイメー ジや観 念 を喚起 し伝 達す るのと
基本 的には同 じ構 造 を持っ。 た とえば自動 車 を写 したお もちゃで は,自 動 車に
見 えるが 自動車で は ない,っ ま り形 態的特徴 は 自動 車の それで あ るが,し か し
その機能性 は持 たない とい うことにおいて それは 自動 車 を表 わ してい るとい う
こ とにな るので ある。
ここにデザ イ ン製 品 におけ る喚起 的意味作 用 にっ いての重要 な問題 がある。
喚起 的意味 作用 に とって オ リジナルで ある必要は な く,コ ピーや模 倣で十分で
あ り,ま た我 々の 日常生 活 にとって完全 に同 化 しない側 面 を持っ ことが必要 と
なるか らで ある。
また喚起 されるイ メー ジや観念 には通 常価 値意識 が伴い,こ の価 値意識 がた
と えば流 行 と して形 成 されてい るよ うな場合 には,流 行遅 れ とな る時,イ メー
ジや観 念が反価値 ない し無価値 となる。 こ こで イメー ジや観 念の消耗性 が問題
となる。 日々の使 用 において新鮮味 がな くなった り,有 価値 ・無価値 になる時,
そのイメー ジや観 念 は消耗 された と言え る。デザ イ ン製 品におけ るイメー ジや
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観 念の消耗性 とその物 質的消耗性 とが時 間的に一 致せず,通 常前者の方 が早 い
とい うこ とが,柏 木博 が 問題 に した ところで あ る。
2-5デ ザ イ ン製 品 と情報 的意味作 用
デザ イ ン製 品 が現実 に機能 す るの は,か な らず機能場 す なわち生活空 間にお
いてで あ る。 そ して製品 は当然の ことなが ら使 用者,消 費者,所 有者 等 々 と呼
ばれ る生活者 た る人 間や,す で に機能場 を構 成 して い る他の さま ざまな事物 と
現実 的に特定の 関係 を結 ぶ ことになる。 この関係 がデザ イ ン製 品におけ る指示
作用 を成立 させ る。っ ま りデザ イ ン製 品が語 るべ き対象 を指示す る ことにな る。
そ して この指示 対象 を言わば主語 と して,そ れ に前 述 して きた規 定的意味作 用
の内 容や喚起 的意味作用 の内容 を述 語 として帰属 させ,そ こに命題 的 な記号的
意味作 用 が成立 す るので あ る。
た とえば高級 車 に乗 ってい る人を見て,彼 が金持 ちで あるとか高い地 位 にあ
ると判断す るのは,こ の情報 的意味作 用の結果 であ る。つ ま り乗 って い るとい
う現 実の関係 に基 づ いて乗 り手 を主語 と して指 定 し,そ れに対 して高級 車 につ
いての我 々が持っ イメー ジや観 念す なわち金持 ちや高 い地位 の人 間が利 用す る
もの とい う観 念 ない しその イメー ジを関係づ け るので あ り,ま さ しくその車 は
乗 り手 につ いて語 り,そ の情 報を伝 えて いるので ある。
社 会生活の 中で我 々が言葉使 いや立居振舞 い,服 装,持 ち物 に気 を配 るの は,
これ らを通 じて性格 や生活態度 あ るい は生 活状 況が表 出す ることがあ るか らで
ある。 この表出 を積極 的 に意 図 し演 出す る場合 もあれば,誤 解 された くない と
い う消極 的な場 合 もあるが,と もに表 出を意識 して い る限 り気 を使 うので ある。
デザ イ ン製 品 も当然 その情報 的意味作用 において これ に関与 して くる。
この意味作 用 において特殊 な場 合 と して,デ ザ イ ン製品 がみず か らにつ いて
語 る場合 も成立す る。た とえば外観 か らみて製品 が機 能的 に見 えるとい うよ う
な場 合で あ る。 この作用で 問題 になるのは真偽の 問題 で ある。つ まり語 りの作
用 は常に正 しい情 報 を語 る とは限 らず,偽 で ある場合 も当然生ず るとい うこと
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で あ る。今 日金属 に見 えて その実プ ラステ ィ ックで あるよ うな製品 によ く出会
う。 ここで は その外観 の視覚 的印象は その製品 の材質 が金 属で ある と語 ってい
る。表面 と内部 とい う関係 に基づ いて情報 的意 味作 用 が成立 して いるので ある。
しか し我 々は生活 の中で これが虚偽で あるこ とに容易 に気づ く。 最近の家具の
化粧張 りで も同様 であ る。 現状 で はこの虚偽 に気づ いてい なが らも我々 はそれ
を容認 しあるいはそ うせ ざるを得 ない。 これが一般 化すれ ば,も はや表面 と内
部 の一 致 が期待 され な くなり,我 々は表面 を独 立 させ,そ の イメー ジ性 におい
て生活 を営む とい う事態 を招来 しかね ない。
3.デ ザ イ ン 造 形 と 意 味 作 用
これまで デザ イ ン製 品 にかかわ る意味作用の 諸様相 を見て きたので あ るが,
ある意味 で これ らの意味作用 は 自然発生的で あ ると言 え る。製 品間に さまざま
な差異 があ り,そ れ らが生 活機能の差異や 生活習慣の差 異,あ るいは気分 ・感
情 ・価値 意識の差異,そ して機能場 における現実的 関係 の差異等 に結びつ いて
いる限 り,言 わばおのず と意味作用 が成立 し うるので あ る。っ ま り意図せず し
て成 立 し うる とい うこ とで ある。
そ こで 問題 なのは,こ う した意味作 用 をデザ イ ン造形 が造形 の積極的 課題 と
すべ きかど うか とい うことになる。現 実 には さま ざまな形で 意図的 にデザイ ン
されて いる。 しか しその あ り方に対 して冒頭の よ うな批判 があ る。従 って それ
を積極 的課 題 と した場合 の正 当性 の問題 となる4
ところで 冒頭 の批 判 には,そ の背景 と して近 代デザ イ ンの理 念で あった機能
主義 との関係 が暗黙 の内 に前提 されてい る。 そ こで次 に機能主義 か らの批判の
対象 と しての意味作 用 とい う形で 問題 に し,そ こか ら正当性 が何処 に求め られ
るべ きか を考えてみ たい。
3-1機 能主義 か らの意味作用批判
3-1-1機能 主義 と簡潔 性の原理
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近代 の機能主義 は近代状況 を前提 してい る。近代社 会の生活者 は社会 の主体
と しての民衆 とい う形で理 念的 に普遍 化 され,こ の民衆 に対 して機械 生産 品は
その機能 性 を機械 的機能性 と して 明確化す る。機械 装置の改 良は端 的 に機能 性
の 向上 を示 す。っ ま り民衆 の誰 にとって もそれ は機 能性の向上 として現 われ る
ので あ る。特定 の誰 かに対 してで はな く,民 衆一般 にとって とい うことが問題
になる時,機 械 的機能性 の向上 こそが最も明 白な目標 となる。
造形 にお ける幾 何学 的抽 象造形 は,そ れ 自体直 ち に機能的 とは言 えないが,
デ ・ステ ィルのモ ン ドリア ンや ドゥー スブル クの よ うに少 な くとも普遍性 を人
間側 に求 め る,つ ま り世 界市民た る民衆 を対象 とす る造形 で ある とい う点にお
いて,機 械 の あ り方 と一致 していた。 その上 抽象造形 は美 しくもあ りえ,機 能
的で しか も美 しい製品 とい う伝 統的造形観 とも矛盾 しなか った。
ところがハ ンネス ・マ イアーは,幾 何学 的抽象造形 が単 なるスタイル と化 す
可能性 において芸術 家的造形 を否定 し,科 学的 な態度 によ って機能 と経済 か ら
デザ イ ンすべ きだ とい う形 で機 能主義 を先鋭 化 させ たので ある。彼 は,ミ 黄 ・
赤 ・青 ・臼 ・灰色 ・黒 に彩色 されたバ ウハ ウス ・キ ューブモ(まさ しくデ ・ステ
ィル的抽 象造形 で あ る)に バウハ ウス様式 を見,形 や色 が美的感 覚 と当時 のイ
ズ ムによって決定 されて いる ことを不満 と し,そ れ らもまた機能 と経 済 によ っ
て決定 されるべ きだ と考 えたのであ る。
デザ イ ン形 態 が完 全 に機能 と経済 によって決定 され るか ど うかにっ いて は疑
問が残 る。 もし機能 と経済 が一つ の造形 に対 して許 容範 囲 を持て ば,そ の範 囲
内で造形 は 自由 とな り,そ の中で あれ これのス タイル を選択す る可能性 も生 ず
る。実際機械 生産 品 における機 能性 を考 えてみれ ば,機 械 による量 産は不特 定
多数の人 問を対象 とし,個 々の人間 それ ぞれ に対 して最 も機能 的 とい うこ とは
あ りえない。 せいぜ い ある範 囲内で機能 的であ るこ としかで きない。形態 の機
能的決定 には限界 があ るので あ る。
しか し私 は近代 の機能主義 の根 底 には,そ れ ほど 自覚的で はないが,造 形 に
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お ける経済 原則 とで も言 え る格率が潜在 して い ると考 える。私 はそれ を簡潔 化
の格率 と呼 びた い。 バ ウハ ウスでの ヨーゼ フ ・アルバ ースの予備教 育に その具
体 的な一っ の現 われ を見 る ことがで きる。彼 はそ こで造形 上の経済 性 とい うこ
とを一っ の方針 と してい る。 材料 と労 力の節約 は,デ ザ イ ン造形 におけ る簡潔
化で あ り,そ れ は近 代デザ イ ンの展開の中で追求 されて きた ミ無駄 のない造形 鳶
を受 け継 いだ もので あ る。 そこでは材料 と労 力が外的条件 と して 限 られてい る
か ら節約 して なん とか間 に合 わせる,っ まり外 的条件の制 約範 囲内で よ りよぎ
物 を作 る とい うので は な く,た とえ十分 に与 え られて いる場合 で も可能 な限 り
簡 潔で あるべ きだ とい う格率 が働 いてい るので あ る。 この相違 は重要で あ る。
前者の場合 では逆 に制 約範囲 内な らば なにを して もよ い とい う主張 が許 され る
ことにな り,条 件次 第で デザ イ ン造形 のあ り方 が異 な って しま うか らで あ る。
それ に対 して簡潔 性 の 格 率 とは,ど の よ うな条 件 下 で あ ろ うと必 要 と さ
れ る製品 に とって最 も簡潔 な解決形態 は何 か とい う目標 を追求 せ しめ るので あ
る。
それ故 も し機能 主義の根 底 にこの よ うな格率 を想定 しうる とした ら,そ の 主
張 としての強 さは,そ れが どの よ うな製 品において も追求可能 な課題 と して現
われ,造 形 の方針 とな り,誰 にで も妥 当 しうるとい う普遍 性 を持っ ところにあ
る。
3-1-2物質的機能 と意味 機能
それでは この簡潔 性の格率 を背景 と した機能 主義 か らすれ ば,意 味作 用は ど
うなるのか。
今 力,運 動,エ ネルギ ー,物 質等の変換 ・伝 達の機能 を物 質 的機能 と呼び,
意味 あ るい は情報 の変換 ・伝 達の機能 を意味機 能 と呼ぶ ことにす る。意味作 用
を積極 的に意図す る時,そ れはま さしくコ ミュニケー シ ョンとい う機能 とな る。
言葉や 記号は意味機 能性 を持 ち,ま た意味機能 が社 会生活上 必要だ から,そ れ
らは形成 されて きた ので ある。従 って デザ イ ン製 品 において も意昧作用 を意図
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す る時,そ れは 意味 機能性 を持つ ことになる。 そこで デザイ ン製品 において積
極 的に意味作 用 をデザ イ ンす るとい うこ とは,一 見物 質的機能 と意味 機能の 両
立す なわち複合 化の 問題 であ るよ うに見 え る。
一般 に物 質 的機能 の複合 化は,簡 潔性 の格 率 に矛盾 せず,そ れに従 って い る。
む しろ従 って い る場合 にのみ複合化 が成功 す る とも言 える。 たと えば カメ ラに
お けるボデ ィー と レンズ その他 のア タッチ メ ン トによるシステム化で は,撮 影
の 目的 に応 じて レ ンズや ア タッチメ ン トを交換 す るだ けで ボデ ィー は同一 の ま
まで ある。 この ボデ ィー は機能複合 化 されてお り,一 つで すむ ところに メ リッ
トがある。
ところが物 質 的機能 と意味 機能の複合 化では,確 かに装置 が必然 的 に持っ差
異 が意味作 用 を成立せ しめ るか ら結 果的 には同一装置 において両機能 が 両立 し
複合 化 されて い る とも言 える。た だ し意味機能 は意味 作用の 自然 的成立 にす ぎ
ないので はない。
意味作用 の積 極 的機 能化 において言 えば,一 方で は意味作 用の正確 さと正 し
さに向い,他 方で 広が りっ ま り多様 化 に向 う。 ところが前者 では製 品の基本 的
あり方 に忠 実 に造形 す るこ とがおのず と正確 で正 しい意味作 用 を成立 させ るの
で あ り,逆 説的で は あるが意味作 用 を意識 しない方 が良:いと言 える。 それ 故意
味作 用の積 極 的デザ イ ンとは後 者 に向 うこ とになる。そ して広 が りに向 うとは
要 す るに差異 を作 り出す ことに他 な らない。 それは製品の デザ イ ンとい うこと
で言 えば,同 一 の物質 的機能 を持っ場 合 にも製 品間 になん らかの差異 を作 り出
す ことで ある。
とす れば物 質的 機能 を中 心 として簡潔性 の格 率 に従 う機能 主義の立場 から言
えば,意 味作 用の デザ イ ンは,不 必要 な差異 を生み 出す ことだ か ら,格 率 に反
す ることに なる。 差異 を生 み出すため にはそれだ けのデザ インプロセスや製 造
工程 を余分 に必要 とす るか らで ある。 さらに前 に述 べた よ うに虚偽 の意味作 用
の成 立が社 会 問題 を生 み出す可能性 が発生す るか らで ある。 これが意味作 用 に
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対す る機能主義 か らの批判 の 最も基 本的論点で ある。
それ故意味作用 の デザ イ ンその ものに積極 的 な社会 的意 義が見い出 され ない
限 り,こ の批判 に対抗で きない。 そ こで次 には逆 に機能主 義批判の論 点を明確
化す ることを通 じて この意義 にっ いて考 えてみ たい。
3-2デ ザ イ ン造形 にとっての意味 伶用
確 かにデザイ ン造形 は,現 実の姿 と して,社 会 におけ る階級差や 身分 差 ある
い は無 反省 に受 け継 がれて きた生活習慣や それ に伴 う気分 ・感情 ・価値意識の
差異等,社 会的観 点か らす れば保持す る必要 もな く,む しろ害 にな りさえす る
よ うな差異 にす ら対応 してデザ イ ン的差異 を生み出 して きた。 そ こには 当然社
会 的倫理 的 な批判 が成立す る。
しか し機能主義 か らの 批判の ごと く物質 的機能 か ら必然 的に結果す る差異 に
と どめ るべ きか どうかにっ いて は再 考の余地 がある。 機能主 義に対す る批判 の
中 心は,普 遍性 とい う概 念の下で捉 えられ る人 間像 に ある。 灘 にとって も機
能 的で あるよ うな製 品ミ とい うのはそれ 自体 なん ら問題 のない観 念の よ うに見
え る。 しか しこの ミ誰 に とって 献 とい う誰の と ころ に入 るべ き人 間が,少 な
くとも機械 装置 か ら見 られ る とい う現状 か らす れば,せ いぜい生物学 的 ・生理
学 的 レベ ルの人間,よ くい って心理学的 な類型差 を認 め られた人 間で しか ない。
す なわち物 の操作 者 と して の人間 にっ吟て年令差,身 体 的条件差等 だけが 認め
られた上で 人間 が把 え られ て しまってい るの であ る。現 実 には我 々は時 代差,
民族差,国 民差,文 化の差 さらに個人的価値 意識 や趣味 の差 などにおいて 自己
を確 認 しっ っ生活 を営んで い る。生物学 的 レベル以上 の レベ ルで 我々の生活 は
築 かれてい る。機械 に とっての人 間においては これ らの差異 は無 化 され ること
になる。 灘 にで も扱 え しかもその結 果に影 響が ない≧ とい うこ とは,他 面 そ
の こ とにお いて我 々は他者 との 間にいかな る違い を も見 い出せ ない ことで ある。
従 って この ことをあ らゆ る製品 に普遍 化 した とす る と,当 然 そ こでは個 と して
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の人 間が否 定 されて しま う。 ここ に機能主 義 に対す る批判 の根底 的根 拠 があ る。
ただ し現状 の さま ざまな差異 をその まま保 持すべ きか どうか につ いては,イ デ
オ ロギー 的な 問題 が ある。 それ故生物 学 的 レベ ル以上 の差異 が必要 であ る とし
て も,そ れが現状 の差異 その ままで よい とは言 えない。 どの よ うな差 異 が必要
か とい うこ とにっ いて直 ちに結論 を与 える ことはで きない。 そこで ここで は差
異の レベ ル にっ いて整理 し,デ ザ イ ン造形 にとっての意味作 用 が どの レベル に
かか わるか を指摘 す るに とどめ る。
自転車 を例 に とれ ば,自 転 車は機能 的構 造差 か らオー トバ イや 自動車 その他
の車 か ら区別 され る。 また操作 者 と しての人 間にかか わる差異 として大 人用 と
小供用 があ る。 この レベルでは生物学 的人 間で あれば よい。次 に営業用,通 学
用,サ イ クリ ング用,競 輪 用 とい う差異 は社会 的機能分化 に対応 して い る。 こ
の差異 は社 会 的機 能分 化その ものの持続 に依存 してお り,分 化が社会的 に認 め
られ なければ この差異 も不必要 となる。 さ らに男性 用 ・女性 用の差異 は,社 会
生活 におけ る男 女の生 活習慣や生活意 識の差異 に対応 して いる。 これも生活習
慣や意識 の持続 に依存 す る。 そ して最後 にメーカー差やモ デル差が ある。 これ
はある面で消 費者 の好 みや個 人的生活 意識 の差 異 に対応 させ られて いる が,同
時 にメー カー やデザ イナーの恣意で もある。
さて 自転 車 その ものが社会生活上 か ならず 必要 かど うか とい う根 本的 な問題
もあ るが,一 応 それ を是認す れば,自 転車 にか かわるこれ らの差異 の中で人 間
の生物 学的 レベ ルでの差異 に対 しては かな らず 造形 的ない し技術 的 に対応 しな
ければ ならない。 なぜ な ら機能 の成立 にと って操作者 ・制 御者 と しての人 間 と
の適 合関係 は必須 の要件だ か らで ある。 しか し社会 的機能分化 の差 異す なわ ち
機能 が生活 の場 の 要請 に応 じて枝 分か れ的 に分化 した場合 の その分肢 間の差 異
に対 して は問題 があ る。今 日の 日本で は営 業用の 自転 車は徐 々に姿 を消 しっっ
あ る。 オー トバ イな どによって取 って代 られっっ あ り,自 転 車 は頑 丈 に作 られ
る必要 が希薄 にな り,全 体 的 に華 薯 になってい る。っ まり自転 車 にとって営業
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用のため の機 能性 は必要 とされな くなって きて いるので あ る。逆 に 自動車の ト
ランクに折 りたたんで収 納で きるよ うな自転車 がデザ イ ンされて い るが,こ れ
は ドライブ とサ イク リングが同時 に可能 となる とい う レジ ャー にお ける新 しい
可能性 を提 供 して い る。 しか しこれ も自動 車が一般 的 に普及 して い るとい う国
情 を前提 して お り,こ の前提 が な くなればそれは社 会 的には ほとん ど意義 を持
た ないこ とになる。従 って物 の機能性 と言 って も,用 途 の特殊化 が進め ば進む
ほどこ うした 問題 が生ず るので あって,ヴ ィクター ・パ パ ネ ックが 問題 に して
いるのは まさにこの ことで あ る。製 品の機 能性 とは,現 実の生活 の場 で機能 し
うる ことで あるが,も し生 活の場 にその実 現の条件 が整 って いな けれ ばその機
能 は現実化 しない。 その場合 には機能性 は単 に意味作用 的 なもの となる。 そ う
い う機能性 を持 ってい る ことが何 か価値 が あるかの よ うな観 念を喚起 させ る こ
とにな るか らで あ る。言 わば飾 りとしての機能性で あ る。
最後 は ほぼ同一 タイプ とみ なされる製 品群 に現 われ る差異で あ る。製 品の物
質的機能性 か らす れ ば余分 なもの とされ る差異で ある。 しか し意味作用 を積極
的 にデザ イ ンす るとす れば,ま さ しくこの差異 がその中心 問題 となる。
人間の生活 とは生物学 的必然 と しての本能や生理 学的必然 に従 うだけで は な
い。人 間は 自由意志の介 在 によってみずか らの生活 を作 り上 げてい く。 それ故
個 々の生活機 能の一っの まとまった集 りと しての生 活は,同 時 に個 人によって
選ばれた生 き方の実践の 姿で ある とい う面 を持っ。 だ か らこそ他人 の生 活が単
な る利害 関係 を越 えて意 味 を持 って くるので ある。 逆 に私 の生活 は一っ の姿 と
して他人 に表われ る。 この表 出は言語や記号 による コ ミュニケー シ ョンだ けで
な く,人 間 と人 間の 間に介在 す るすべての もの をそれ に参 加せ しめ る。 意味作
用の デザ イ ンもここ にその 可能性 を見 るべ きで あ る。
現在 デザ イン製 品の意味作 用の側面 は,意 味作 用 とい うよ りはむ しろ ファッ
シ ョン として捉 え られて い る。っ ま りそれが喚起 す るイメー ジや観 念が話題 と
して提供 されて いる にす ぎない。生活 の中で物 を話題 に して会話 を楽 しむ とい
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うの も生活 に おけ る楽 しみ方 の一 っで ある。'しか し話題性 は持続 力を持 たない。
従 って製 品の価値 が話題性 に依存す れば,ま さ しくそれは批判の対 象 となる問
題 を生 む。 意味作 用の意義 が話題性 を越 えよ うとす れば,生 活者 間の コ ミュニ
ケー シ ョンを可能 にす る情 報的 ・伝達 的意味作用 において 明確 化 され る必要が
ある。 た とえそれが虚偽 を生む可能性 を含む に して も,意 味作 用 と して 明確 で
あれ ば虚偽 があい まい さの中 に隠蔽 され ることな く表面化す る。 そこにゲ ル ト
・ゼ レの 問題 にす る消 費者の荷担(現 代の デザ イ ン状況の 諸問題 にはま さ しく
消 費者 が荷担 して い る)に おける責 任 も明確 化 され る可能性 が ある。
この よ うなデザ イ ン造形の あ り方が具体 的に どの よ うな もの かにっ いて は.
私 自身 まだ明確 に捉 えきれて い ない。 ただ言 えることはそ こで はデザ イ ナーや
企業 が語 られ る主体で はな く,あ くまで主 体は生活者 だ とい うこ と,そ して現
代の工業製 品の よ うに製 品が一 方的 に生活者 に対 して その使用者 として の役 割
を規定 して しま うよ うなあ り方で はな く,製 品 と生 活者 との 間の 濮 うこ とい
う時 間的なか かわ りの中で,製 品がその個別 的特殊 的 なか かわ り方 をなん らか
の形で 反映 しうるよ うなあ り方 が望 まれ るこ と,最 後 にこのよ うなデザ イ ン造
形 が現実化 しうるか どうかは,ミ 物 にお ける便 利 さの飽和 モ・の 自覚 にかか わっ
てい るとい うことで あ る。
-24一
記註1。 「ldeologieandUtopiedesDesign」(1973)vonGertSelle.阿部 公 正訳 「デザ
イ ンの イデ オ ロ ギー とユ ー トピ ァ」(1980),晶文社 。 デザ イナ ーや 企業 と消 費者 の
間 に デザ イ ン製 品 お よ びそ の意 味 作用 が介 在 し,そ の全 体 構 造 か らデザ イ ンの 社会
的 諸 問題 が生ず る と い う論 点 に注 目す べ きで あ る。
註2.柏 木博 著 「近 代 日本 の 産 業 デザ イ ン思 想 」(1979),晶文社 。 デザ イ ン製 品 とイ メ ー ジ
の か か わ りは,デ ザ イ ン批 判 を必 然 的 に生 活批 判 に導 くと い うこ とが,日 本で のデ
ザ イ ン思 想 の 展 開 の 中 に位 置づ け られ て い る。
註3.「DesignfortheRealWorld‐HumanEcologyandSocialChang曝1971)by
VictorPapaneck.阿部公 正 訳 「生 きの び るた めの デ ザ イ ン」(1974),晶文 社 。 製品
の 機 能性 は,社 会 的 見地 か らの機 能 性,有 用性 と して 捉 え られ るべ きこ との 必 要性
が 説か れ てい る。
註4.「CollectedPapersofCharlesSandersPeirce」(1965)editedbyCharles
HartshorneandPaulWeiss,VoL皿,P。144。こ こで 取 り上 げた3っ の概 念 は,
パ ース の 記号 体 系 の一 側 面で あ る記 号 にっ いて の解 釈 内 容 の側 面 を示 す もの で あ る。
パ ース の 記号 論 につ い て は,日 本で は最 近米盛 裕 二 著 「パ ー ス の記 号 学 」(1981)が
発 刊 され て,よ うや く まと ま った解 説 書 が出 た ば か りで あ る。
註5.有 縁 性(motivation)とい う概 念 は,恣 意性(arbitraire)に対比 され る もの で,
記 号 が表 わす 概 念 や イ メー ジ と記 号 それ 自身 にっ い ての イ メー ジ との 間 に 自然 的 論
理 的 な関 係 が な い場 合,そ の 記号 は恣 意 的 と呼 ば れ,逆 に そ うした関 係 が あ る場合
には有 縁 的 と呼 ばれ る。 た と え ば絵 や 図 表 は,そ れ らが表 わす も の との 間 に類 似 関
係 を持 ち,有 縁 的 と言 われ る。
註6.「HannesMeyer」(1965)layoutbyClaudeSchnaidtに掲 載 された マ イ ヤー の
デ ッサ ウ市 長ヘ ッセ 宛 の 公 開状 「MeinHinauswurfausdemBauhaus」(1930)の
中 で こ の よ うな形 で ス タ イル 化 した 当時 の バ ウハ ウス の デザ イ ン造形 が批判 されて
い る。 マ イヤ ー の機 能 主義 的 な 考 え方 につ い て は,同 書 に掲 載 され た論 文 「Die
neueWelt」(1926)にお いて ある程 度 知 る こ とがで き る。
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